


「閉じる技術」の決定的重要性

北海道庁職員の訪問を受けたあと、予定用地の視察を兼ね、近くの工務店、岩見沢・武部建設を表敬訪問しまし
た。武部建設は、神戸の里山住宅博に9人のメンバーが見学に来られていて、先に紹介した岩見沢の気象データ
は、訪問の手土産がわりに作成したものです。
　夜、遅くまで武部さんからお話を聞く機会を得られたのですが、その建物は民家を再生した建物で、富山県の
「枠の内」造りに似ているので、お聞きしたらその通りでした。
　北海道では、明治以降、入植者が各地の民家を建てて来たので、意外と多く残っていて、その再生を図ったお仕
事でした。ただ、本州の民家と大きく異なるのは室内気候です。この民家再生には、最先端の断熱・気密技術が用
いられていて、とても快適でした。それもその筈で、武部建設は「Q1．0住宅」の有力メンバーであり、早くから鎌田紀
彦さんの教えを受け、実践を重ねて来られた工務店でした。私は、この建物に入ってすぐには、鎌田さんとこの建物
が結びつきませんでした。長い時間、しかも夜半までそこで過ごしながら、段 と々有機的な関係性が見えてきました。
「そうか北海道での鎌田さんの仕事は、こうした仕事まで建物まで連ねる、幅の広い技術なんだ」と目を瞠りました。
私は、鎌田さんの仕事を狭い枠の技術と見ていたことに気づき、自分の不明を恥じたのでした。
　微温的な気候の仙台以南では、集熱量が多ければ、室内気候はそれなりに快適です。このため、初期の空気集
熱式ソーラーは集熱面が大きく、「大きくて悪いことは何もない」という話に収斂しました。「断熱・気密をガチガチに
やりたくないから、僕は空気集熱をやっているんだ」という建築家もいました。
　しかし、古くは栃木の「職人仲間」の篠崎一男さん、最近では大阪・ダイシンビルドの清水一人さんの活動があり、
断熱・気密の重要性は徐々に認識されるようになりました。その清水さんの頑張りによって、堀部安嗣さんのヴァン
ガードハウスの性能は担保されたのであり、この建物に限らず、〈びおソーラー〉の集熱ユニットが3枚で済むように
なったのは、断熱・気密性能の向上を抜きに考えることはできません。
　殊に、12月・1月・2月の厳冬期は、断熱性能の良否が決定的な意味を持っていることを強調したいと考えます。
　そのことによって、1年を通して見ていく、春や秋の中間期をのばす、春や秋の季節の「先取り効果」が条件づけられ
るのであって、〈びおソーラー〉が、天空と応答して得られる魅力をコンピュータ・シミュレーションは教えてくれるのです。
　しかし、断熱・気密が幾ら高性能であっても、それ自体が熱源を有しているわけではありません。断熱・気密住宅
の最高峰とされる、スウェーデン・イエテボリの建築家ハンス・エークの建物は、「無暖房住宅」を標榜しましたが、
彼は、極度まで性能を高めると、人体熱や調理・照明・パソコン・テレビ等の熱だけでOKであることを立証しました。
　四半世紀前に実現されていたことで注目され、日本でも「無暖房住宅」が取り上げられるようになりましたが、冬に
太陽を期待できない土地事情と、地中海からアフリカ大陸の緯度と重なる土地が大半を占める日本では、そんなに
無理しなくてもいいのにと思われます。
　熱ロスを少なくするのは、呼吸を必要とする人間の人体にとっては好ましいことではありません。換気がなければ
人は生きていけません。このため、「無暖房住宅」は熱交換型の換気システムが必須とされます。無暖房を標榜し
ながら、機械的な装置に頼らざるを得ないのは方法矛盾と言わざるを得ず、それは「閉じる技術」の永遠の課題だ
と言えましょう。もう一つの問題は、無暖房とは言っても、無冷房は言いません。人体熱も、室内発生熱も室内に滞留
するわけですから、機械的に冷気を取得せざるを得ないのです。
　ハンスは、スウェーデンの住宅から窓辺のラジエーターが消えることを夢見ましたが、夏の冷房を必要としたない
イエテボリと違って、夏はインドシナ半島の蒸暑気候に置かれる日本では、冷房による熱気が狭い敷地境界に、ブー
ンと高い音を立てて排出されます。
　奥村昭雄の空気集熱式ソーラーがカタチを得たのは1980年代。北海道で北大の荒谷登さんや鎌田紀彦さんた
ちが悪戦苦闘しながら、日本の高断熱・高気密技術がカタチを得た時期は、ほぼ奥村さんの取り組みと重なります。
この二つの技術の融合により、より高次な世界を実現したいと夢見るのは、果たしてわたしだけでしょうか。

わくのうち

しゅうれん

みは　この気象データに基づいて、「手の物語」のweb（tenomonogatari.jp）に掲載されている、建物と同じ条件
下で「コンターマップ」を作成していただきました。
　付加した条件は、雪のことや太陽高度のことを考慮し、パネル角度：６０度パネル枚数：４枚、建物Ｑ値：夜間に窓
の断熱戸などにしてＱ＝１.３３(W/㎡K)です。

　このコンターマップを見ると、降雪のある12月～2月までは、やはり集熱を期待できません。しかし、3月～11月ま
では、他の地域と変わりなく用いることができることが分かりました。
　この計算は大雑把なものなので、実際に建築される建物を対象に綿密な検討を必要としますが、よき結果が
出れば、多雪地帯での太陽熱利用の可能性が大きく開かれることでしょう。そして思ったことは、200万円も300
万円もの初期費用を掛けて冒険するわけには行きませんが、今回の〈びおソーラー〉の価格なら、よしやって見よ
う、という事になるのではないか、と。
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　肝心なのは、ユーザー・ファーストであって、業界で価格を申しあわせるカルテルは、日本では「私的独占の禁止
及び公正取引の確保に関する法律」によって、不当な取引制限として禁止とされています。みんな頑張りあって
コストダウンに努めるのが基本であり、もし、びおソーラーがそれで業績を上げたら、ほかのメーカーは、負けまいと
追いかければいいことです。そうでなければ、社会に受け入れられる技術になりません。
問題は、コストダウンの中身です。今回、私たちは〈びおソーラーの〉機能を、

①冬の暖房　
②夏の涼房　
③一年を通しての換気

にしぼりました。性能を落とすことなく、いや、これまでにないパフォーマンスを高めた上で、コストダウンの実現をは
かろうと考えました。
　それを可能にしたのは、コンセプトを明確にし、工法と部材の改善を徹底し、長い必要と長い寿命に応えるあり
方に改めたことです。その最も典型的なものとして、屋根集熱と制御装置の改良を挙げることが出来ます。
　この技術の開始以来、難儀の的にされた屋根工事と棟ダクト工事を、集熱ユニットを開発することで根本的に
変えました。流体力学を駆使して集熱性能を高め、万一、故障しても建物への影響がなく、設計の自由度を損ね
ていた流れ長さを必要とせず、設計の面でも工事の面でも、画期的な技術改良を実現しました。温暖地域の30
坪程度の家なら、集熱ユニットはヨコ置き3枚でOKです。
　しかも、今後量産化されると、一番、コストダウンが可能なのは集熱ユニットですので、先の楽しみがあり、空気
集熱式ソーラーの普及に大きな役割を果たすことでしょう。
　制御装置の改良では、世界で唯一無二のバイメタルを採用したことです。
　普通、1ケ数十円の原価製品とされ、工場利益は1円程度と言われる世界のものですが、採用したものは1ケ数
千円もするものです。跳躍バネのベリリウム銅は1千万回以上の繰り返し操作に耐えるもので、半永久的と言って
いい製品精度を持っています。
　それ自体は高いものですが、制御センサーやタッチパネルなどの電子製品と比べるとコストは全く異なります。
キャッチする温度設定は、一本ずつゲージ設定されており、ON・OFFは自動なので、機能を損ねません。
　冬モードと夏モードの切り換えは、ユーザーにスイッチを押してもらうやり方にしました。寒い暑いは個人差があ
りますので、その感覚にしたがって切り換えて貰えばいいのです。自然と応答する技術という点から考えて、それ
に叶った方式です。
　メンテナンスは、ファンボックスについては情報を公開し、セルフビルドでもやれるようにしました。故障が起きた
場合には、商流品を転用して、簡単に取り換えられます。技術をブラックボックスにしなかったら、それ自体がコスト
ダウンに貢献してくれます。
　びおソーラーの機能で指摘される「室内の循環機能」については、薪ストーヴを用いるなど、天井に溜まった
熱をサーキュレーションするには有効ですが、室内の空気をただ循環させることは、カビや埃や臭いなどを回すこ
とになり、メリットがないばかりか、むしろ問題が多いと考えました。薪ストーヴなどを用いる人は、熱循環を図るた
めに、冬期間それを活用するのはいいと考えており、基本ツールとして必要なし、としました。
　こうした点を詰めに詰めて実現したのが、〈びおソーラー〉の部材であり、大きくコストダウンできた理由です。

今回のコストダウンを可能にしたもの

　ここで、少々、煩わしい話ですが、町の工務店ネットと手の物語の関係性について述べておきます。両者は共
同・協同・協働の関係にありますが 、別の事業体です。
　かくいうわたし個人は、二つの組織の代表を務めています。厳密にいうなら、わたしは、それぞれの組織にとっ
ての代表であり、それぞれの組織の代表として負うべき責任と、必要な役割を果たすことを求められております。
微妙にして、非常なバランスを求められており、鼎の軽重を問われる立場に置かれていますが、精一杯の努力を
お約束するものです。
　町の工務店ネットは、非営利の性格を持つ組織であり、会員工務店による使命共同体の企画・運営を受け持
ちます。法人格は、一般社団法人です。一般社団法人には、税法上、営利と非営利の二つがあり、町工ネットは
非営利を選択しました。
　このネットは、工務店グループの一種ですが、かなり風変わりな組織論を持っています。一般的に工務店グルー
プは、統制的・画一的ですが、町工ネットは極めてユルイ組織体です。町工ネットの会員工務店は、総会やセミ
ナーへの参加義務もなく、印刷物の購入なども義務付けられていません。また〈びおソーラー〉に関しても、利用を
義務づけていません。原則自由です。町工ネットには、OMソーラーの工務店もいれば、「そよ風」に取り組んでい
る工務店もいますので…。
　手の物語有限会社は、「里山住宅博」などのプロデュース事業、書籍や印刷物の企画・制作などの仕事と、半
製品建築資材を行う通販ネット会社です。手の物語の最大のお得意さんは、町工ネットの工務店です。その普及
推進力に授かっていることを踏まえた価格設定を行なっています。しかし、町工ネットの工務店以外にも使ってい
ただけるよう取り組んでいます。両者の関係は、フィフティーフィフティーの関係と考えていただければ結構です。
　
　びおソーラーの価格に関しては、手の物語は5段階の価格設定を行なっています。

さて、今回の価格設定ですが、何故、ここまでコストダウンできたのか、と多くの人から質問が出ています。これま
での空気集熱式の部材価格を、大幅に下回るものだからです。
価格破壊ではないか、という見方や非難もあるようです。

かなえ

わずら

①設計価格＝施主出し価格のメドとして設定されています。

②web価格＝手の物語の通販価格です。

③手の物語ユニティ価格＝地域設計者を対象とする登録設計者価格です。

④町工ネット価格＝手の物語の最有力取引先ということで、最低価格を提示しています。

⑤グループ・団体価格＝販売業務提携の申し入れを受けていますが、取引価格は町工ネット価格を下回る設定を、基
本的スタンスとして行いません。グループ・団体とは、販売業務提携契約を締結しますが、仮に取引価格を下回る価
格で売られたとしても、公正取引競争の見地からは、それを止めることはできません。しかし、販売業務提携契約は相
互性を持っていますので、相互の組織・取り組みの尊重を明記されており、また、契約に際しては、取引先の選定を
しっかり行うことにしています。

※仕入れ価格は、それぞれが手の物語や町工ネットとどう関わるか、ということに掛かっていますので、自由に選択して
いただければ幸いです。設計事務所はユニティ価格でやるもよし、町工ネットの会員は最低価格で入手できますの
で、設計者と地域の町工会員と組んでやられても結構です。また、一般ユーザーが、このマニュアルをどこかから入
手されるかも知れませんが、この情報の守秘義務を強いていません。流通も、設計も、工事もコストを要するわけで、
相互に相手を尊重する経済社会でありたいと考え、公開することで、自由な選択をしていただくことを望んでいます。
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A
実践編

びおソーラーの
しくみ

建築は凍れる音楽ではない

　奥村昭雄は、先に紹介したように「自然そのものがクライマティックデザイン」なのだと述べたあと、例として釧
路湿原を取り上げました。

　ヨーロッパの大陸河川はこの（釧路川の）ような傾向を持っている川が多いのですが日本では非常に少
ないタイプの川です。石がゴロゴロした河原はほとんどなくて、川の水は滔 と々流れていて、そのすぐ脇に草
があって木が生えている。どうしてそういう川ができるかというと、流量変化が極めて少ないんです。大陸の
河川はものすごく広大な流域を持っているから、ある流域では雨が降らなくても、別の流域で降っている。
流域が広いために水量が非常に安定している。
　日本でも釧路川や奥入瀬川や華厳の滝がある大谷川は極めて安定している。それらの川に共通してい
るのは、上に巨大な湖があることです。釧路川でも屈斜路湖という巨大な湖があって、しかも釧路湿原とい
う巨大な遊水池を持っている。その結果、流量の変動が非常に少ないのです。人工のダムは水を脇に流
してしまうからダメですが、自然のダムがあるということは、蓄熱量が大きいということと同じなんですね。川
の流量が一定しているのは、温度変化が少ないことと同じです。このようなことをある程度意識的にやろう
というのが、クライマティックデザインの考え方です。
（中略）
 自然界には非線型のリズムが無数にあります。われわれも体内リズム持っている。血圧や心拍というリズ
ムを持っている。女の人は月経リズムを持っている。そういうものが全く独立しているかというと、そうではな
くて「同期する」性質を持っている。
　植物の葉っぱの出方などを見ても、やはりリズム性を捉えないと解けないような気がします。自然のリズ
ムは、どうしても他のものと応答して、周期性を合わせようとするのです。
（中略）
　建築を視覚的な世界として捉えたとき「建築は凍れる音楽だ」「空間が呼応し合った、まるで止まってい
る音楽のようだ」という言い方をしますね。けれど実際の建築物は環境的に捉えれば、環境のリズムと人間
生活のリズムは応答しあって鳴っている楽器なんだと捉えることができるんです。建築は決して凍れる音楽
ではない。その方法としてパッシブ（クライマティック）デザインでは外界の変化に対して建築の応答系を調
節することによって、中の鳴る音を調節しているのです。」

　奥村昭雄は、であるが故にクライマティックデザインは、それぞれの地域、個性によって、多様なデザインを描く
ことができるのだと言ったのでした。
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